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植物の葉の縁には、小さなギザギザ（鋸歯）を持つものが多
くあります。サクラ（図 2）にもカエデにも、タンポポやシソ
の葉にも鋸歯があります。ヒイラギ（図 2）やアザミの鋸歯は
固く発達したトゲとなって植物本体を守っていて、触ると痛い
様子から魔除けの意味で装飾に用いられたり、悲しみや痛みの
象徴として神話に登場したりと、古来より人の関心を引いてき
ました。しかし、トゲとして植物の体を守る役割は一部の植物
で見られるものの、一般的に葉の鋸歯がなんのために存在する
のか、そして、どうやって形成されるのか、という点はこれま
でわかっていませんでした。 

 

 今回、名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所の爲重 才覚研究員らの研究グループは、
葉の鋸歯を作り出す原因物質とその物質が働く仕組みを発見しました。今回の研究の発端となったのは、
EPFL2 という化合物の機能を調べる研究でした。 
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